
























































The 53rd annual meeting report of the Japan Lung Cancer Society
会長　上 岡 　 博（国立病院機構山口宇部医療センター）
Hiroshi Ueoka （National Hospital Organization, Yamaguchi-Ube Medical Center）







会（KASLC）との Joint Symposium４題，Clinical 





































































る Invited Lecture，IASLC との Joint Symposium，
KASLCと の Joint Symposium，Clinical Science 
Symposiumなど，英語での発表が行われました．残念
ながら会場は満席にはなりませんでしたが，世界に発
信できる素晴らしいディスカッションが出来たようで
す．また，本学会では肺癌の診断，治療から緩和医療，
予防に至る多くのテーマに関して17のワークショップ
が行われましたが，特に「EGFR遺伝子変異陽性肺癌
に対する治療戦略」，「ALK融合遺伝子陽性肺癌に対す
る治療戦略」という最近注目されているテーマを取り
上げたワークショップでは，会場に入れない人が出る
ほど盛り上がりました．さらに，第６会場では，２日
間で16の教育講演が行われましたが，700席の会場は常
時ほとんど満席状態で，若い研究者の知識向上に寄与
できたのではないでしょうか．岡山市デジタルミュー
ジアムでは，ポスター発表が行われましたが，発表時
間には通路を歩けないほど多くの聴衆が集まり，活気
にあふれた討論が行われていました．
　全ての演題が終了した後，18時10分から第１会場で
閉会式を行いました．最初に中西理事長より私に日本
肺癌学会の感謝状が授与されました．前もって知らさ
れていなかったため，大変驚きましたが，じっくりと
うれしさがこみ上げてきました．その後最後まで参加
して下さった皆様に私から感謝の言葉を述べさせて頂
き，来年東京で開催される第54回日本肺癌学会総会で
の再会を約束して閉会とさせて頂きました．
　本学会の参加者数は，米国本土を襲ったハリケーン
の影響と急な病気のため２名の外国人が来日できませ
んでしたが，外国人招待者12名を含め，総数3,128名と
なり，これまでで最高の人数になりました．岡山市と
いう地方での開催にもかかわらず，このように多数の
皆様にご参加頂きましたことを主催者として大変感謝
するとともに，誇りに思っております．
　11月10日（土）には，岡山県健康づくり財団附属病
院長の西井研治先生のお世話で，第27回肺がん集検セ
ミナーが岡山コンベンションセンターで開催されまし
た．参加者は100名で，「死亡率減少に寄与する肺癌検
診を目指して」というテーマのもと，既存の肺癌検診
制度の効率化と精度管理の向上，胸部CT検診の被曝
線量管理などが討議されました．また，同じくコンベ
ンションセンターにおいて，「肺がんをなおす」という
タイトルで市民公開講座を開催しました．京都大学呼
吸器外科教授の伊達洋至先生に外科医の立場から，岡
山大学呼吸器・アレルギー内科教授の木浦勝行先生に
内科医の立場から肺癌の撲滅に向けた最新の試みをわ
かりやすくご講演頂きました．230名の方にご参加頂
き，講演後には有意義な討議が行われました．
　最後になりますが，浅学非才の私がこの学会を成功
裡に終えることが出来ましたのは，企画委員長をお努
め頂いた木浦勝行教授，会長講演の司会をして頂いた
谷本光音教授をはじめとする岡山大学第二内科の皆
様，企画委員として外国人の招請にご尽力頂いた岡山
大学第二外科の豊岡伸一先生と三好新一郎教授，事務写真５　木浦勝行先生の乾杯のご発声
86
局にて諸事万端を見事にこなして頂いた松本常男副院
長をはじめとする山口宇部医療センターの皆様，およ
び岡山肺癌治療研究会の皆様の全面的なご協力の賜と
思っています（写真６）．学会会期中は素晴らしいお天
気に恵まれました．「晴れの国岡山」で開催して良かっ
たと思うとともに，岡山大学医学部の底力を実感した
４日間でした．ご協力頂きました全ての皆様，本当に
有り難うございました．
写真６　学会を支えて頂いたメンバー：前列中央が上岡　博，
右となりが木浦勝行先生，左となりが日本肺癌学会理事
長中西洋一先生
